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N ⑥平和都市宣言
（60.12･3)

広
報

世界の恒久平和は､人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは､核戦争の危機をはらみ、

航に憂慮にたえない。
わが国は唯一の被蝿国として、核兵器の恐ろしさと、被恩者の苦

しみを全世界の人々 に訴え、再び広島･長崎の惨禍を燥り返しては
ならない。

我孫子市は市民の生命と安全を守るだめ、いかなる国のいかなる
核兵路に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市を宣言する。I
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土地の評価は上がっても
I

税負担は急に増えません
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メ
ン
組
曲
、
サ
ラ
サ
ー
テ
…
チ
》

「
音
楽
の
授
業
は
眠
い
だ
け
だ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
阿
部
奈
穂
子
さ
ん
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン
、
チ
ヤ
イ
一

つ
た
け
ど
、
今
改
め
て
聴
い
て
み
（
写
真
）
を
迎
え
、
名
曲
チ
ゴ
イ
コ
フ
ス
キ
！
・
・
ぐ
る
み
割
り
人
一

る
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
も
悪
く
な
い
な
」
、
不
ル
ワ
イ
ゼ
ン
を
演
奏
し
ま
す
。
形
組
曲
ほ
か
や

私
た
ち
の
演
奏
で
一
人
で
も
多
く
こ
の
試
み
が
市
民
文
化
の
向
上
▼
入
場
料
８
０
０
円
（
全
自
一

の
人
趣
音
楽
を
好
き
に
な
っ
て
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
、
こ
れ
か
由
席
）

》

く
れ
れ
ば
、
こ
れ
が
我
孫
子
ブ
イ
ら
も
続
け
て
い
き
ま
ず
。
皆
さ
ん
▼
入
場
券
発
売
所
レ
コ
ー
ド

ル
の
願
い
で
す
。
の
身
近
に
い
る
才
能
豊
か
な
芸
術
あ
つ
ぶ
る
《
荒
井
書
店
、
石
川
》

今
回
は
新
し
い
試
み
と
し
て
、
家
の
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
春
光
裳
市
民
会
館
内
売
店
ひ
蜂

市
民
コ
ン
サ
ー
ト
を
市
内
の
埋
も
▼
日
時
廻
月
理
日
（
且
午
後
１
ろ
が
り
、
平
蛮
書
店
、
ブ
ッ
ク
》

れ
た
若
い
演
奏
家
に
、
発
表
の
場
時
鋤
分
開
場
、
２
時
開
演
ス
ス
ズ
キ
。
やや

と
し
て
提
錐
記
念
す
べ
き
第
１
▼
場
所
市
民
会
館
▼
問
墓
易
せ
竹
内
雲
理
》
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回
は
、
市
内
在
住
の
新
進
気
鋭
（
▼
演
奏
我
孫
子
市
民
フ
ィ
ル
、
０
４
７
３

有
し
て
い
る
土
地
や
家
屋
な
ど
の
評
価
替
え
は
、
課
税
の
基
礎
と
信
を
招
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

固
定
資
産
に
対
し
て
、
そ
の
査
産
な
る
評
価
額
を
、
〃
適
正
な
時
価
″
平
成
元
年
に
成
立
し
た
「
土
地
基

的
価
値
に
応
じ
て
所
在
地
の
市
町
に
見
直
す
た
め
に
、
３
年
に
一
度
本
法
」
に
お
い
て
公
的
土
地
評
価

村
が
課
税
し
ま
す
。
実
施
さ
れ
ま
す
。
相
互
の
均
衡
と
適
正
化
を
図
る
こ

ま
た
、
市
街
化
区
域
内
の
土
地
．
平
成
６
年
度
の
評
価
替
え
か
ら
と
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
相
続

家
屋
に
は
、
街
路
・
公
園
な
ど
都
睦
土
地
の
評
価
は
地
価
公
示
価
税
評
価
額
は
地
価
公
示
価
格
の
約

市
基
盤
の
整
備
の
た
め
に
、
都
市
格
の
７
割
程
度
を
目
標
に
、
評
価
８
割
、
固
定
責
産
税
評
価
額
は
約

計
画
税
が
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。
の
均
衡
化
・
適
正
化
を
図
る
こ
と
７
割
程
度
と
な
る
よ
う
に
見
直
す

市
街
化
区
域
内
に
ご
自
分
の
土
と
し
て
い
ま
す
。
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
・
家
屋
を
お
持
ち
の
方
で
あ
れ
土
地
の
価
格
に
は
、
公
的
土
地
評
価
額
の
上
昇
は
地
域
に
よ
っ

ぱ
、
土
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
．
評
価
と
い
わ
れ
る
も
の
だ
け
で
も
て
異
な
り
ま
す
が
、
市
内
の
宅
地

都
市
計
画
税
と
、
家
屋
に
対
す
る
①
地
価
公
示
価
格
（
国
土
庁
）
、
で
は
平
均
で
約
６
倍
程
度
に
な
る

固
定
査
産
税
・
都
市
計
画
税
が
課
②
相
続
税
評
価
額
国
税
屋
、
予
定
で
す
。

と固

は定

固
定
査
産
税
は
、
皆
さ
ん
が
所

平
成
６
年
度
は
固
定
資
産
評
価
替
え
の
年
で
す
。
そ
こ
で
舎
回
は
、
固
定
資
産
税
の
課
税
と
評

価
替
え
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
固
定
資
産
税
は
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
土
地
や
家
屋
な
ど
固
定
童

産
の
評
価
額
に
応
じ
て
税
額
が
き
め
ら
れ
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
評
価
替
え
は
、
地
価
や
建
築
費
の
変
動
を
評
価
額
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
３
年
に
１
度
行

わ
れ
ま
す
。
今
回
の
評
価
替
え
で
は
、
土
地
の
評
価
額
の
大
幅
な
圭
昇
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
税

額
が
急
に
高
く
な
ら
な
い
よ
う
に
調
整
措
置
を
行
い
ま
す
。
Ⅱ
課
税
課
税
政
係
Ⅱ

平
成
６
年
度
は
固
定
資
産
評
伽
替
え
の
年

可
１
．
１
■
１
４
１
１
１

に
調
整
措
置
を
行
い
ま
す
。
Ⅱ
課
税
課
税
政
係
Ⅱ

税
さ
れ
ま
す
。
③
固
定
査
産
税
評
価
額
帝
町
村
）

平
成
６

替
え
の

l
1

q

3

『

が
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
帥
年
代
の

急
激
な
地
価
高
騰
の
影
響
に
よ
っ

て
こ
れ
ら
の
間
の
価
格
差
が
大
き

く
な
り
、
公
的
土
地
評
価
へ
の
不

I

〆 ▼表1 住宅用地特例の特例率(課税標準額の特例）、

今
回
の
評
価
替
え
の
目
的
は
、

評
価
額
の
均
衡
化
・
適
正
化
で
あ

り
、
増
税
を
目
的
と
し
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

評
価
額
を
適
正
な
も
の
に
し
な

が
ら
、
税
額
に
つ
い
て
は
急
激
な

負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
軽
減
措
遜
や
、
新
し
い

特
例
を
設
け
て
い
ま
す
。

税
額

ど
う

◎固定資産税（土地）の計算方法

鶏鶏×負担調騨×税率=その年度の税額
※負担調整率は､課税標準額の上昇率を求め(表
1．表2)、上昇率に応じた負担調整率（表3）
を使います。

☆上昇率の求めかた

灘艫×溌澱灘×鯨蝋）_－

固定安産税の課税標準額

現行｜改正後
I

k地の区分

住 宅 用 地 評価額の1/2評価額の1/3なL 評価額の2/3

小規模住宅用地

(200m似下）
評価額の1/4評価額の1/6なL 評価額の1/3
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モデルによる税額の試算

次のモデルの場合、平成6年度以降平成8年

度までの税額はいくらになるかをみてみましょう。

◎土地…200m2(家屋の敷地として）
平成5年度の評価額4,800,000円

平成6年度の評価額30,240,000円

◎家屋…100mF

平成5年度の評価額3,000,000円

平成6年度の評価額2,910,000円

平成6年度から平成8年度までの試算
くカッコ内は、対前年度伸び率＞

綴

具
体

調
整

◎
土
地

住
宅
用
地
の
課
税
標
準
額
が
、

さ
ら
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
（
表

１
参
照
）
。

ま
た
評
価
の
上
昇
割
合
が
高
い

宅
地
に
つ
い
て
、
新
た
に
暫
定
特

例
を
設
け
ま
す
（
表
２
参
照
）
。

さ
ら
に
、
平
成
５
年
度
に
対
し

て
平
成
６
年
度
の
税
額
が
極
端
に

=上昇率
平成5年度の課税標準額

o計算例右のモデルを使って、計算をしてみ
ましょう。

☆土地に対する固定資産税

まず、暫定特例率を求めます。

平成6年度評価額x嚢1の特例率平成5年度野価額×幾1の特例率

(30,240,000円×1/6)÷(4,800,000円×1/4)=4.2
（平成5年度課税標準額）

4.酷を表2に当てはめ､特例率2/3が求まります
次に負担調整率を求めます。
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高
く
な
ら
な
い
よ
う
に
負
担
調
整

を
行
い
ま
す
の
で
、
実
際
の
住
宅

用
地
に
対
す
る
固
定
査
産
税
の
増

額
分
は
、
２
割
以
内
と
な
り
ま
す

（
表
３
参
照
）
。

◎
家
屋

▼表2 暫定特例の特例率

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い

30,240,000円×1/6×2/3
(上昇率）＝2-8

1,200,000円一｡ー 、一一‘,′

2.8倍を表3に当てはめると負担調整率は1.1
になり、以上から､平成6年度から平成8年度の
この土地の税額は、

区分｜平成5年度|平成6年度|平成7年度|平成8年度

18,400円

(+9.5%）

20,300円

(＋10.3%）

22,300円

(+9.9％）
固定涜産税 16,800円 ｡

土
地：前年度の錦標準額{負担蘭麓率群税額

平成6年度11,200,000円Ix1.1x1.4%=18,400円
；’

平成7年度'1,32K000円lx1ﾕ×"%=20,300円
j’

； ↓

平成8年度；1,452,000円!×1.1X1.4%=22,300円
！…‐.．-‐--‐．：（税額は100円未満切り捨て）

☆家屋に対する固定資産税

蕊躍から2,910,000円×1.4%=40,700円

15,100円

(+4.9％）

15,800円

(＋4.6％）

16,600円

(+5.1％）
郁市計画税 14,400PI

既
に
課
税
さ
れ
て
い
る
家
屋
の

評
価
額
が
、
竣
低
で
も
３
％
減
額

さ
れ
ま
す
の
で
、
税
額
も
少
な
く

な
り
ま
す
。

な
お
、
具
体
的
な
税
額
の
計
算

方
法
は
左
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▼表3．住宅用地の負担調整率
円
１
０
％

０
１

７
１

１
－

４
１

40,700円

（0％）

40,700円

（0％）
固定資産税 42,000円

家
可 一戸

8,700円

(-3.3%）
円
ｊ

Ⅱ
％

７
０
ｔ８

１
8,700円

(0％）
9,000円

」|“郷"|綱|蕊賜|棚’ま
す

82,900|円

(+0.9%）

85,5001リ

(＋3.1％）

88,500円

(+3.3%）
82,200円

L

下総基地 米軍機使用絶対反対の

平成5年度に対する平成6年

度の雛税標準 額上昇率

1.8倍を超え、4倍以下

4倍を超え、7.5倍以下

7.5倍を超えるもの

現行｜

特例率’

なし

なし

なし

改正後

特例率

3/4

2/3

1/2

囎定特例適用後の上昇率

1.8倍以下

1.8倍を超え、2.4倍以~ド

2.4倍を超え、3倍以下

3倍を超え、5倍以下

5倍を超えるもの

負担調整率

1．05

1.075

1．1

1．15

1．2
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一

か
つ
て
の
美
し
い
手
震
沼
の
自

然
を
取
り
戻
す
た
め
、
沼
の
清
掃

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
水
に
親
し

み
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
に
よ

ｺー 1（12且4日(土)から10日(金)まて一（ 強調事項

伽
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
清
掃

卿咽人権週間
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ
う

ｌ
世
界
人
権
宣
言
妬
周
年
ｌ

子
ど
も
の
人
権
を
考
え
よ
う

部
落
差
別
を
な
く
そ
う

女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

日
時
Ｉ
但
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
Ⅲ
時
墹
分

集
合
場
所
Ⅱ
手
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場
（
雨
天
中
止
）

､みんな幸せだといいね、

人
間
は
だ
れ
で
も
〃
幸
福
な
生

活
を
送
る
権
利
″
を
も
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
人
権
と
い
わ
れ
る
も

の
で
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き

る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
権

利
で
す
。

毎
年
哩
月
４
日
か
ら
、
日
ま
で

は
「
人
権
週
間
」
。
期
間
中
、
柏
人

権
擁
謎
委
員
協
議
会
と
千
葉
地
方

法
務
局
柏
支
局
で
は
、
人
権
に
つ

い
て
の
正
し
い
理
解
と
互
い
に
相

手
の
立
場
を
考
え
た
明
る
い
社
会

づ
く
り
の
た
め
に
、
柏
駅
駅
頭
で

の
啓
発
活
動
と
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

啓
発
活
動

▼
日
時
哩
月
８
日
（
水
）
午
後
２

り
〃
水
の
大
切
さ
〃
を
再
認
識
し

て
も
ら
う
た
め
、
市
で
は
〃
手
賀

沼
ふ
れ
あ
い
清
掃
″
を
実
施
し
ま

す
。
清
掃
終
了
後
に
は
、
ジ
ヤ
ン

ケ
ン
大
会
や
手
賀
沼
船
上
遊
覧
も

行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
哩
月
５
日
（
且
午
前
９

時
か
ら
、
時
妬
分
（
雨
天
中
止
）

▼
集
合
場
所
手
蛮
沼
公
園
多
目

的
広
場

▼
清
掃
コ
ー
ス
＊
ふ
る
さ
と
コ

ー
ス
：
根
戸
新
田
か
ら
手
爽
沼
公

園
ま
で
（
約
１
キ
ロ
〆
ｌ
ト
と

｜
｜
’

▼
日
時
哩
月
６
日
（
月
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
３
時

時
加
分
か
ら
３
時
（
雨
天
決
行
）

▼
場
所
柏
駅
東
口
駅
頭

▼
内
容
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
車
に
よ

り
柏
駅
周
辺
で
広
報
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
人
権
擁
謹
委
員
が
駅

頭
で
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

人
権
擁
謹
委
員
は
、
市
民
で
人

格
が
高
く
、
広
く
社
会
の
実
情
に

通
じ
、
人
権
に
つ
い
て
の
理
解
が

＊
う
る
お
い
コ
ー
ネ
・
・
手
賀
沼
公

園
内
お
よ
び
沿
岸

▼
参
加
壷
無
料

▼
服
装
お
よ
び
用
意
す
る
物
清

掃
作
業
が
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、

軍
手
な
ど

▼
申
し
込
み
直
接
手
賀
沼
公
園

多
目
的
広
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠

恵
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、
先
着
５
０
０
名
の
方
に

参
加
記
念
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課
査

（
理
１
１
１
１
内
線
５
６
８

特
設
人
件
相
談
所

人
権
の
相
談
は
お
近
く

の
人
権
擁
護
委
員
へ

▼
場
所
市
民
相
談
室
（
市
役
所

西
別
館
３
階
）

▼
相
談
内
容
い
じ
め
、
親
子
・

夫
婦
・
相
続
な
ど
の
家
庭
問
題
、

差
別
、
い
や
が
ら
せ
な
ど
人
権
上

の
問
題
や
悩
み
ご
と
な
ど

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課
市

民
相
談
係
云
（
鋸
）
１
１
１
１

あ
る
方
が
、
法
務
大
臣
か
ら
委
蛎

を
受
け
て
、
皆
さ
ん
の
人
権
が
侵

さ
れ
な
い
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、
困
り
ご
と

や
心
配
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
近
く
の
人
権
擁
謹
委
員
か

千
葉
地
方
法
務
局
柏
支
局
壷
（
壁

３
３
０
９
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
は
い
ず
れ
も
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
り
ま
す
。

一■

枢
月
扣
日
（
金
）
か
ら
平
成
６
年
１
月
３
日
（
月
）
ま
で

特
別
警
戒
取
締
り
季
暴
力
団
に
対
し
て
は
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
努
め

・
暴
力
団
を
街
ぐ
る
み
で
排
除
す
ま
し
よ
う
。

年
の
瀬
は
何
か
と
慌
た
だ
し
く
、
る
た
め
に
も
「
暴
力
団
を
恐
れ
な
品
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な

毎
年
い
ろ
い
ろ
な
事
件
や
事
故
が
い
、
金
を
出
さ
な
い
、
利
用
し
な
ら
飲
む
な
」
を
き
も
に
銘
じ
奄
絶

多
発
し
て
い
ま
す
。
空
き
巣
、
ス
ど
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
き
然
と
し
対
に
飲
酒
運
転
を
し
な
い
。

リ
、
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
ほ
か
、
た
態
度
で
臨
み
ま
し
ょ
う
。

季
ス
ピ
ー
ド
が
増
す
ほ
ど
大
き
な

塞
錘
澤
唯
峠
飛
匪
嚥
詮
し
確
樗
殖
交
通
事
故
防
止
運
動
嘩
確
塞
倒
準
垂
睦
証
壼
礒
評
臥
髄

争
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
県
内
の
交
通
事
故
死
亡
者
数
は
、
ド
を
落
と
し
、
安
全
運
転
を
心
が

・
不
用
意
に
ド
ア
等
を
開
け
な
い
。
、
月
面
日
（
水
）
現
在
、
４
８
８
人
け
ま
し
よ
う
。

・
不
必
要
な
商
品
は
最
初
か
ら
き
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
。
我
孫
子
学
搭
乗
者
の
命
を
守
る
た
め
に
も

然
と
し
た
態
度
で
断
る
。

警
察
署
管
内
で
も
死
亡
者
数
５
人
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
装

必
バ
イ
ク
。
自
転
車
の
盗
難
に
注
で
昨
年
と
比
べ
る
と
減
少
し
て
い
着
し
ま
し
ょ
う
。

意
を
る
も
の
の
事
故
発
生
件
数
・
負
傷
季
歩
行
者
・
自
転
車
も
交
通
ル
ー

・
バ
イ
ク
や
自
転
車
に
は
鍵
を
か
者
数
は
増
加
す
る
一
方
で
す
。
ル
を
守
り
、
い
つ
も
危
険
か
ら
身

け
、
放
置
は
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
れ
か
ら
年
末
を
控
え
、
飲
酒
を
守
る
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

と
と
も
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
す
る
機
会
も
多
く
、
ま
た
気
ぜ
わ
囮
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

ま
し
よ
う
。
し
さ
も
加
わ
り
毎
年
事
故
が
多
発
我
孫
子
警
察
署

・
盗
難
に
備
え
、
自
転
車
は
販
売
し
ま
す
。
一
瞬
に
し
て
尊
い
生
命

手
票
の
雪

店
で
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。
を
奪
い
、
平
和
な
家
庭
を
破
壊
し

（
７
年
間
有
効
５
０
０
円
）
な
い
た
め
に
も
次
の
点
に
注
意
し
、

年
末
年
始
の
『
特
別
薑
戒
取
締
り
』

『
交
通
事
故
防
止
運
動
』
を
実
施

◆

ぐ

’

▼冬季に著しい二酸化窒素(NO2)の汚染
冬
の
風
の
弱
い
穏
や
か
な
日
に

健
空
気
が
よ
ど
み
や
す
い
た
め

二
酸
化
窒
素
な
ど
の
大
気
汚
染
物

質
が
滞
留
し
、
夏
の
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
同
様
、
大
気
汚
染
が
問
題
と

な
り
ま
す
。
そ
の
主
な
原
因
は
、

自
動
車
の
排
気
ガ
ス
で
あ
り
、
暖

’
手
霊
の
畠
み
施
窓
⑳
力
で
壱
ね
や
か
侭

Ⅱ
車
と
暖
房
ひ
か
え
め
に
Ⅱ

房
器
具
か
ら
の
燃
焼
に
よ
る
排
気

も
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
県
や
市
で
は
ｎ
月

か
ら
１
月
ま
で
を
冬
季
大
気
汚
染

防
止
対
策
の
強
化
期
間
と
し
て
、

エ
場
な
ど
の
事
業
者
や
市
民
の
皆

さ
ん
に
、
自
動
車
の
使
用
抑
制
や

’

●

暖
房
器
具
の
適
正
使
用
な
ど
を
広

く
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

き
れ
い
な
空
気
を
取
り
戻
す
た

め
、
皆
ざ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課
公

害
対
策
係

氏名

田中量純

石井嫡男

別府孝子

表てる子

鬼澤三郎

住所

青山162

布佐2224

船戸2-9-32

白山3-5-27

我孫子563-10

電話番号

(83)2558

(89)2351

(84)2320

(85)0396

(82)2061

‐
１
１
‐
１
１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

12月6日（月）から

料配布
鉦
小

ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会
グ
ー
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

で
は
、
今
年
も
手
賀
沼
浄
化
の
願
▼
配
布
場
所
。
期
問

い
を
込
め
た
〃
聖
年
版
手
黄
沼
力
＊
環
境
保
全
課
（
市
役
所
西
別

レ
ン
ダ
ー
″
を
作
成
し
ま
し
た
。
館
２
階
）
：
血
月
６
日
（
月
）
か

手
賀
沼
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
ら
８
日
（
水
）
ま
で

募
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
哩
点
＊
つ
く
し
野
。
湖
北
台
。
湖
北
。

の
写
真
は
、
今
、
皆
さ
ん
が
日
常
布
佐
支
所
、
天
王
台
北
近
隣
セ

を
通
じ
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ン
夕
！
・
・
哩
月
６
日
（
月
）
の
み

手
寅
沼
の
真
の
美
し
さ
を
物
語
る
▼
配
布
時
間
午
前
９
時
訓
分

も
の
ば
か
り
で
す
。
こ
の
カ
レ
ン
か
ら
午
後
４
時
訓
分
ま
で
。
実

。
●
●
ｅ
旬
●
①
。
●
●

一
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》
秤

一
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睾
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一

．
▼
問
い
合
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（
理
１
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月月月月月月月月月月月月

傷害見舞金

災
害
の
日
か
ら
６
か
月
以
内
の

治
療
期
間
に
係
る
偶
害

実
治
療
日
数

、
日
以
内
…
１
万
円

ｕ
日
以
上
…
１
日
１
０
０
０
円

（
１
８
０
日
を
限
度
）

死亡見舞金

死
亡
（
災
瞥
の
日
か
ら
６
か
月

以
内
に
当
該
率
故
が
直
接
の
原

因
と
な
っ
て
死
亡
し
た
者
）

鋤
万
円
（
主
と
し
て
生
計
を
維

持
し
、
か
つ
扶
養
家
族
を
有
す

る
人
は
卵
万
円
）

種
類

災
害
区
分

金
額



’ 録び 二
』(3) 第866号1993.12.1 一

｜
'’ 一

し
あ
わ
せ
酉
閲
幽

▼
時
間
午
前
９
時
訓
分
か
ら
ｎ

時
訓
分
第
２
回
目
の
み
午
後
１
時

か
ら
３
時
）
、
開
始
、
分
前
に
は
受

け
付
け
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
筆
記

用
具
は
毎
回
。
第
１
．
２
回
は
バ
ス

タ
オ
ル
ー
枚
（
体
操
時
に
使
用
）
。

第
３
回
は
歯
ブ
ラ
シ

こ
れ
か
ら
父
親
、
母
親
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
ご
参
加
を
。

▼
日
時
哩
月
型
日
（
金
）
午
前
９

時
鋤
分
か
ら
ｎ
時
（
受
付
は
午
前

９
時
巧
分
か
ら
）

▼
内
容
＊
出
ミ
リ
映
写
（
母
と

子
の
き
ず
な
）
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お

風
呂
の
入
れ
方
（
実
習
）
＊
そ
の
他

母
親
学
級

健康ガイド
し
あ
わ
せ

一

'12胃の日曜｡休日当番医
へ

保
健
セ
ン
タ
ー

湖
北
台
１
の
胆
の
桁

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

壷
（
師
）
１
１
３
１

し診療時間午前9時から午後5時

’持参するもの保険証と診療費

’電話

84-7321

82-5836

82-8166

88-3231

84-2211

88-0934

89-1111

88-3111

84-6813

84-2211

84-7321

88-3111

病・医院名

アビコ外科整形外科病院

竹内内科医院

我孫子東邦病院

原闘医院

我孫子つくし野病院

佐藤内科医院

平和台病院

我孫子聖仁会 病 院

守尾医院

我孫子つくし野病院

アビコ外科整形外科病院

我孫子聖仁会 病 院

日

ぐ
母
親
学
級
日
程

身
体
測
定
、
栄
菱
相
談
な
ど
に

つ
い
て
細
か
い
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

5日 12月3日

（金）
妊娠中、産後の生活
妊婦体操（実習）育

児
相
談

第1回

産科医の話（妊娠中の異備とお
産の経過）
妊婦体操（実習）

12日
12月10日

（金）
第2回

19日

で妊娠中の歯科術生（歯みがき実
習）
妊娠中の栄菱
赤ちゃんの養謹

12月17日

（金）
第3回23日

26日

▼
日
程
哩
月
７
日
↓
皿
日
・
幻

日
の
火
峨
日

▼
受
付
時
間
＊
午
前
９
時
嘔
分

か
ら
９
時
鐙
分
：
．
平
成
５
年
８
月

生
ま
れ
（
通
知
が
い
き
ま
す
）
＊

午
前
９
時
妬
分
か
ら
、
時
釦
分
：
．

０
か
ら
６
歳
で
相
談
の
あ
る
方

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
検
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
（
３
～
６
か
月
用
、
９

～
ｕ
か
月
用
）
を
利
用
し
、
医
療

機
関
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

１
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

活
習
悩
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。

▼
日
程
＊
狸
月
２
日
（
木
）
…
平

成
４
年
５
月
１
日
～
巧
日
生
ま
れ

＊
掴
月
９
日
（
木
）
・
・
・
平
成
４
年
５

月
超
日
～
誕
日
生
ま
れ

１
歳
６
か
扁
児
健
康
診
査

29日

30日

31日 鱈 診ほ
お篇みですか’

測
州
雛
齪
調
一

麻
疹
（
は
し
か
）
と
三
種
混
合

（
百
日
せ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
）
の
予
防
接
種
は
、
医
療
機

関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
医
療
機
関
は
「
保

健
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
印
鑑

▼
輩
用
該
当
児
は
無
料

▼
対
象
４
歳
未
満
で
１
度
も
Ｂ

Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
て
い
な
い
乳
幼

児
（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
日
時
＊
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

…
哩
月
７
日
（
火
）
＊
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

：
．
辺
月
９
日
（
木
）
、
午
後
１
時
釦

分
か
ら
２
時
鋤
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
発
熱
な
ど
心
配
な
時
は
、
主
治

医
に
相
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

一
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

生
後
３
か
月
か
ら
４
歳
未
満
で
、

ポ
リ
オ
投
与
を
２
度
す
ま
せ
て
い

な
い
乳
幼
児
（
１
回
目
と
２
回
目

▼
受
付
時
間
午
前
９
時
過
分
か

ら
、
時
釦
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の
２
本
）

成人病・子宮がん。乳がん・

大腸がんの健診は、12月末まで

となっています。

費用は無料ですので、市内委

託医療機関でお早めに受診して

ください。

し問い合わせ保健センター

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

（
ポ
リ
オ
）
投
与

、

ク
リ
ン

判
定
Ｂ

’團
圃
唐

I
あ
な
た
の
食
事
、
野
菜
は
足
り

て
い
ま
す
か
。
甘
い
も
の
を
と
り

す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
。

肥
満
や
糖
尿
病
、
高
血
圧
な
ど

で
食
事
療
法
の
必
要
な
方
も
、
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
食
事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー

チ
ェ
ッ
ク
、
献
立
ア
ド
バ
イ
ス

▼
担
当
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士

▼
申
し
込
み
電
話
予
約
（
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
日
時
狸
月
超
日
（
木
）
、
受
付

は
午
前
９
時
巧
分
か
ら
、
時
鋤
分

▼
対
象
平
成
３
年
４
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
内
容
歯
科
健
診
、
歯
み
が
き

指
導
、
フ
ッ
化
物
塗
布
（
希
望
者
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

ハ
ガ
キ
、
親
と
子
の
歯
ブ
ラ
シ
、

コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

栄
養
相
談

の
間
隔
は
、
６
週
間
以
上
あ
け
る

こ
と
）
・
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
。

▼
日
時
狸
月
幻
日
（
火
）
午
後
１

時
鋤
分
か
ら
２
時
鋤
分

▽
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票※
発
熱
な
ど
心
配
な
時
は
、
主
治

医
に
相
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

三種混合

百日せき

隣'劇破傷風

ム
シ
歯
予
防
教
室

眉
こ
り
や
腰
痛
で
悩
ん
で
い
る

麻疹

(はしか）

④

１
期
は
生
後
胆
月
か
ら
妃
月
未
満
（
３
～
８
週
間
隔
で
３
回

接
種
）

２
期
は
１
期
終
了
後
翅
～
肥
月
未
満
の
乳
幼
児
（
１
回
接
種
）

〔
二
種
混
合
（
破
傷
風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
）
を
受
け
る
場
合
は
、

医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
〕

該
当
児
お
よ
び
接
種
期
間

生
後
廻
月
か
ら
沌
月
未
満
の
乳
幼
児
（
１
回
接
種
）

な
お
、
生
後
鴫
月
か
ら
鏥
月
ま
で
に
接
種
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
（
８
月
を
除
く
年
間
）

＝

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
心
の
悩

み
を
も
つ
方
の
た
め
に
精
神
衛
生

相
談
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
担
当
神
経
内
科
医
横
山
達

郎
氏

▼
申
し
込
み
電
話
で
予
約
（
日

時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

方
は
い
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
、
個

別
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
時
間
午
後
１
時
鋤
分
か
ら
３

時
、
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
１
時

鋤
分

▼
持
参
健
康
手
帳

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

お
い
で
く
だ
さ
い
。

ぐ
肩
こ
り
腰
痛
教
室
日
程

程 主な内容|呈

精
神
衛
生
相
談

12月7日

（火）
身近な健康法（話）
体操（深呼吸・体を動かす基本）

〆

’
12月14日

（火）

食事診断

栄斐バランスをとるために

正しい歯のみがき方と歯そうのうろう
の予防

屑こり腰揃予防の体操

12月21日

（火）

年
末
年
始
は
、
お
酒
を
飲
む
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
〃
酒
は
百

薬
の
長
″
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

お
酒
は
疲
れ
を
と
っ
て
く
れ
、
緊

張
を
ほ
ぐ
し
、
生
活
に
潤
い
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
飲
み
方
や
体
質
、
飲

む
目
的
に
よ
っ
て
は
、
〃
百
厄
の

長
″
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
な
ど
、
お
酒
で
悩
ん

で
い
る
方
や
家
族
の
た
め
に
、

毎
月
〃
酒
害
相
談
〃
（
広
報
・
市
民

カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）
や
〃
ア
ル
コ
ー

ル
家
族
教
室
〃
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

蓋擢謡J袋’
酒
害
相
談
の

ど
利
用
を

状
態
で
す
。

内
反
が
軽
度
の

時
は
、
捷
毛
が
触

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
る
黒

目
の
傷
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
乳
児
で
は
成
長
す
る
に

し
た
が
っ
て
自
然
に
治
る
傾
向

動物愛談センター(沼南町）

での不要犬･猫の引きとりは、

年末が12月24日(金)まで、新

年は1月5日(水)からです。

ま
つ
げ
な
い
は
ん
し
よ
う
ま
ば
た
き
の
回
数

腱
毛
内
反
症
篝
籠
鋤

迄
め
や
に
、
ま
ぶ
し
さ
、
上
目
合
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
見
つ

づ
か
い
等
の
症
状
が
で
て
き
ま
す
。
か
り
し
だ
い
手
術
を
し
な
け
れ

こ
の
場
合
は
４
～
５
歳
ま
で
様
子
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

を
見
て
、
治
ら
な
け
れ
ば
そ
の
時
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

し
ゃ
べ
り
づ
ら
い
、
手
足
が
不

自
由
、
歩
き
づ
ら
い
な
ど
の
神
経

症
状
で
お
悩
み
の
方
は
、
ご
相
談

く
だ
き
い
・
（
予
約
制
）

▼
日
時
。
場
所
哩
月
妬
日
（
木
）

▼
日
時
哩
月
皿
日
（
火
）
受
付

午
後
０
時
妬
分
か
ら
１
時
娼
分

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
平
成
２
年
の
９
月
１
日

か
ら
９
月
釦
日
生
ま
れ
（
通
知
が

い
き
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
尿

▼
日
時
哩
月
即
日
（
月
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時

▼
場
所
柏
保
健
所

▼
対
象
首
の
座
り
や
寝
返
り
が

遅
い
、
歩
か
な
い
な
ど
発
達
の
遅

れ
が
心
配
な
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
員
と
保

健
婦
に
よ
る
相
談
と
指
導

▼
申
し
込
み
予
約
制
、
電
話
で

柏
保
健
所
指
導
課
へ

ユ
柏
保
健
所
か
ら

神
経
難
病
相
談

３
歳
児
健
康
診
査

乳
幼
児
発
達
相
談

、

P

0

厩

年
末
年

業
務

柏
保
健
所
の
年
末
年
始
の
業
務

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
水
質
検
査
は
予
約
制
で

予
約
の
受
け
付
け
は
年
末
が
哩
月

配
日
（
火
）
ま
で
、
年
始
は
１
月
４

日
（
火
）
か
ら
で
す
。

午
前
９
時
か
ら
、
柏
保
健
所

▼
担
当
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

附
属
柏
病
院
識
師
中
林
治
夫
氏

▼
申
し
込
み
電
話
で
哩
月
７
日

（
火
）
ま
で
に
柏
保
健
所
保
健
指
導

課
へ年

末
年

業
務 柏

市
柏
２
５

壷
へ

67
ー

1

2

5

5’ ’ 5

一一一

夜間の 急病のときは

言上蛮麦丑(Sｱ)1141

一般健康相談

水質検査

腸内細菌検査

不要犬猫引取り

年末

12月22日附まで

12月16日附まで

12月20日側まで

12月16.日附まで

年始

1月12日嗣から

1月6日附から

1月6日附から

1月6日附から



１
１

1993121(4)
－

録び
一
』

一

二
三６６８第

寒
さ
も
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
本
で
冬
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
書
名
（
著
者
。
編
）
＊
冬
の
オ

ペ
ラ
（
北
村
薫
）
＊
四
季
を
い
ろ

ど
る
お
も
て
な
し
料
理
（
山
村
礼

ゆ
か
り

子
）
＊
上
原
由
の
ス
キ
ー
上
達

Ｑ
＆
Ａ
（
山
と
渓
谷
社
）
＊
駅
前

温
泉
汽
車
の
旅
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
（
徳

間
書
店
）
＊
冬
の
梅
（
芝
木
好

王
＊
お
じ
い
さ
ん
の
思
い
出

（
ト
ル
ー
マ
ン
・
カ
ポ
ー
テ
ィ
）

＊
北
ア
ル
プ
ス
山
小
屋
物
語
（
柳

原
修
二
＊
三
十
四
回
の
冬
（
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
キ
ト
リ
ッ
ジ
）
＊
ク

リ
ス
マ
ス
・
プ
デ
ィ
ン
グ
の
冒
険

（
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
）

＊
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
に
死
す
（
長
尾

三
郎
）馬絵

本
を
識
ん
だ
り
、
楽
し
い
お

話
や
怖
い
お
話
を
し
ま
す
。
４
歳

か
ら
９
歳
ま
で
の
み
ん
な
集
ま
れ
。

▼
日
程
哩
月
２
日
・
遁
日
（
木
）

…
市
民
会
館
嬢
４
会
議
室
廻
月

態
市
民
図
書
館

⑬
湖
北
台
分
館

鐙
布
佐
分
館

鑑
移
動
図
書
館

－

－ －－■一一■一一.－－＝－

－

｜
|、

は
な

薑痘 図
書
館

だ
よ
り

ａ
（
“
）
１
１
１
０

壷
（
師
）
３
０
５
５

壷
（
的
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９

し｜
室

Ｉ
‐
卜
ｈ
宇

巨
一
ギ
ヤ
一
己
’
一

◎
湖
北
台
分
館
Ｉ
ち
ぎ
り
絵
Ｉ

▼
作
品
。
作
者
沼
の
家
族
・
小

池
わ
か
子
（
湖
北
台
）
コ
ス
モ

ス
の
里
・
宮
原
秀
子
（
湖
北
台
）

無
題
・
伊
藤
良
江
（
湖
北
台
）
雨

ひ
ろ
こ

・
海
老
原
洋
子
（
中
峠
）
実
り

の
秋
・
滝
田
ひ
な
代
（
中
里
）

◎
布
佐
分
館
Ｉ
油
絵
Ｉ

▼
作
品
。
作
者
春
景
色
、
夏
景

色
、
秋
景
色
、
冬
祭
色
・
海
老
原

三
男
（
本
埜
村
）

画
展
示
期
間
哩
月
２
日
（
木
）
か

ら
妬
日
（
日
）
ま
で

９
日
（
木
）
…
布
佐
分
館
お
は
な
し

の
部
屋

▼
時
間
午
後
３
時
鋤
分
～
４
時

そよかせ号億審農)12月の日程(蕊）
咽日日ｽﾃｰｼｮﾝ名場所時間(午後)｜

，湖北湖北地区公民館1:20～1:50
峠中峠愈田谷公園2:10～2:50

水!;暑-面営鶏崎合‘号公園",‘_‘:0，

本；溌灘雫冤隣磯夕圃:il:Zii;:
金騰《電議驫雪迩耀鰹:職：
水&蟇蕊蕊蓬東3児婁調:側：

白山三洋電機社宅入口1:30～2:15

木9並木|丸石家具駐車場2:30~3:00
台田|台田池尻公園3:20~4:00

,金|IM|鱈《上冒,薦翼勝謬垂:獺1
戸根戸近隣センター2:00～2:40

ヤ
ラ
リ
ー

１
．
胴

水

2
○

16
木

３
・
け 参

加
者
募
集

畠
詞
翰
畠
睾
箱
作
り
か
、

烏
の
観
察
ま
で
Ｉ

巣
箱
の
入
り
口
の
大
き
さ
で
、

入
る
鳥
の
種
類
が
違
う
の
を
ご
存

じ
で
す
か
。
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
ス

ズ
メ
用
の
巣
箱
作
り
、
ひ
な
の
巣

立
ち
の
観
察
や
探
鳥
会
な
ど
を
と

お
し
て
、
身
近
な
自
然
の
中
で
野

鳥
と
ふ
れ
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

学
校
休
業
の
土
曜
日
で
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
哩
月
ｎ
日
（
土
）
午
後
１

時
過
分
か
ら
４
時

▼
場
所
烏
の
博
物
館
実
験
室

▼
定
員
加
名
（
先
藩
順
）

▼
対
象
市
内
在
住
の
小
学
３
年

生
か
ら
中
学
生
で
、
巣
箱
作
り
以

降
ひ
き
続
き
巣
箱
教
室
の
一
環
と

し
て
２
か
月
に
１
回
行
う
巣
箱
掛

け
探
烏
会
、
巣
箱
観
察
会
、
巣
箱

金

８
・
”

水

9木

川
・
別

金

清
掃
探
烏
会
に
参
加
で
き
る
人

▼
参
加
費
５
０
０
円

▼
持
参
ハ
ン
マ
ー
、
ド
ラ
イ
バ

ー
、
軍
手
、
巣
箱
を
持
ち
帰
る
た

我
孫
子
エ
コ
・
ワ
ー
ク
町
会
の

、
ン
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
、
左
図
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。
多
数
の
ご

応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
活
動
の
輪
を
広

め
、
ご
み
の
減
量
や
査
源
回
収
な

我
孫
子
エ
コ
。
ワ
ー
ク
町
会
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決
定

テ
ケ
テ
ン
ツ
ク
テ
テ
ス
ク
・
・
・

と
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
鳴
り
響
く

は
や
し

お
離
子
。
市
内
、
古
戸
地
区
に

２
６
０
年
前
か
ら
伝
わ
る
〃
古

戸
里
か
ぐ
ら
″
を
受
け
継
ご
う

と
頑
張
っ
て
い
る
の
が
湖
北
小

学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
だ
。

ク
ラ
ブ
は
、
湖
北
地
区
公
民

館
が
郷
土
の
伝
統
芸
能
の
後
継

熱､鐵鯛⑯
湖 北 小 学 校

郷土芸能クラブ

一

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
、
古
戸
一

郷
士
装
能
を
受
け
継
ぐ
識
州
溌
議

め
の
大
き
な
袋

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
睡

話
で
哩
月
７
日
（
火
）
ま
で
に
烏
の

博
物
館
壷
孟
）
２
２
１
２
へ

ど
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
入
選
さ
れ
た
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
最
優
秀
賞
：
・
田
中
芳
一
（
藤
沢

市
）
、
◎
優
秀
賞
．
：
小
峰
智
子
（
湖

北
台
）
、
市
岡
靖
（
布
佐
平
和
台
）

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
エ
コ
・

ワ
ー
ク
町
会
事
務
局
（
生
活
環
境

課
内
）
垂
（
師
）
０
０
１
５

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
決
定
し
た
田

中
芳
一
さ
ん
の
作
品

者
育
成
を
図
ろ
う
と
、
古
戸
は
や

し
連
中
、
湖
北
小
学
校
に
呼
び
か

け
て
実
現
し
た
も
の
で
、
今
年
の

５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

部
員
は
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
記
名
。
練
習
は
毎
週
水
曜
日
、

授
業
の
一
環
で
あ
る
ク
ラ
ブ
活
動

と
し
て
湖
北
地
区
公
民
館
で
行
っ

て
い
る
。
入
部
の
動
機
は
「
太
鼓

を
た
た
く
の
が
好
き
だ
っ
た
」
、
「
お

祭
り
で
見
た
こ
と
が
あ
り
、
一
度

や
っ
て
み
た
か
っ
た
」
、
「
普
段
な

か
な
か
で
き
な
い
か
ら
」
な
ど

様
々
。
「
郷
土
芸
能
の
指
導
は
私
た

ち
に
は
で
き
な
い
た
め
、
地
元
の

皆
さ
ん
が
熱
心
に
教
え
て
く
だ
さ

り
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
顧

問
の
平
田
先
生
。

現
在
は
、
哩
月
５
日
（
且
湖
北

地
区
公
民
館
で
行
わ
れ
る
第
皿
回

ー

〃
郷
土
芸
能
祭
″
で
の
発
表
を
前

に
し
て
、
太
鼓
と
舞
の
練
習
に
取

り
く
ん
で
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、

「
太
鼓
を
た
た
い
て
い
る
と
す
ご

く
楽
し
い
。
里
か
ぐ
ら
は
郷
土
の

誇
り
な
の
で
こ
れ
か
ら
も
続
け

た
い
」
と
、
週
に
１
度
の
ク
ラ
ブ

活
動
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

第3回烏学講座
I

『海鳥にみる
巧みな生存戦略』

今
後
は
大
太
鼓
や
笛
な
ど
も
徐
々

に
教
え
て
い
き
た
ど
と
期
待
を

寄
せ
て
い
る
。

郷
土
芸
能
祭
で
は
『
こ
れ
ま
で

の
練
習
の
成
果
を
、
大
勢
の
人
た

ち
に
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
胸
を

ふ
く
ら
ま
せ
る
部
員
た
ち
。

▼
問
い
合
わ
せ
湖
北
小
学
校
垂

（
記
）
１
０
０
２

鳥
の
博
物
館
で
は
、
（
財
）
山
階
一

鳥
類
研
究
所
と
共
催
で
「
鳥
学
識
一

座
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
識
座
一

は
、
鳥
類
学
の
第
一
線
で
活
剛
し
一

て
い
る
研
究
者
が
、
烏
に
関
す
る
一

蛍
重
な
話
を
わ
か
り
や
す
く
諦
菰
一

す
る
も
の
で
、
今
年
が
３
回
目
。
一

今
回
は
、
海
鳥
の
中
で
最
も
繁
一

栄
し
て
い
る
〃
ハ
シ
ボ
ソ
ミ
ズ
ナ
ー

ギ
ド
リ
″
（
写
真
）
の
話
で
す
。
ダ
ー

ス
言
一
ア
島
や
北
太
平
洋
、
実
験
一

室
な
ど
で
の
様
々
な
研
究
か
ら
、
一

そ
の
繁
栄
の
秘
密
を
探
り
ま
す
。
一

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
一

▼
日
時
哩
月
哩
日
（
日
）
午
後
１
－

時
即
分
か
ら

▼
場
所
烏
の
博
物
館
誌
堂
一

▼
講
師
岡
奈
理
子
氏
（
山
階
一

鳥
類
研
究
所
研
究
員
）

▼
定
員
卵
名
（
当
日
、
午
後
１
時
一

か
ら
会
場
で
受
け
付
け
）

▼
問
い
合
わ
せ
鳥
の
博
物
館
容
一

（
理
２
２
１
２
、
‐
（
財
）
山
階
鳥
類
一

研
究
所
壷
（
理
１
１
０
１

修
笛
に
合
わ
せ
て
真
剣
に
練

習
す
る
子
ど
も
た
ち

▲
湖
北
小
学
校
郷
土
芸
能
ク

ラ
ブ
の
み
な
さ
ん

k認
ロウー

魁ツ
■Q弓

＝ ~’
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文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締切

は毎月13日(必着)。ハガキで1人1作に限ります。

応募先は我孫子1858市役所広報広聴課。なお、1月

1日号の文芸だよりは都合によりお休みします。

q

一
⑦
③
③
眉
③
④
⑪
③
⑪

１
頭
り
ま
す
Ⅱ

▼
有
料
で
＊
鉄
道
模
型
（
８
ｍ

ゲ
ー
ご
〈
大
井
壷
（
理
２
４
９

２
〉
＊
和
・
洋
ダ
ン
ス
〈
河
井

室
（
理
）
７
６
４
３
〉

▼
無
料
で
＊
水
槽
（
幅
釦
巷
、

高
さ
調
壱
、
奥
行
き
調
彗
〈
岡

本
壷
｛
記
）
４
５
０
１
〉

Ｉ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ｉ

＊
ピ
ア
ノ
〈
蔭
島
毒
函
）
４
７
０

短歓 俳句

山本寛 太 選 染谷杲径選

々

か
伽
あ
し

枯
瀧
や
昔
こ
こ
ら
は
舟
溜
り

壁
谷
千
鶴
子

も
ず
ほ
う
ら
よ
う

鵬
鳴
く
や
庖
丁
の
先
ひ
か
り
け
り
宮
腰
多
加
雄

一
つ
釜
喰
み
し
友
の
計
時
雨
く
る
痴
沢
千
代
子

か
ら
左
つ
み
こ

散
り
や
ま
ぬ
落
葉
松
巫
子
の
掃
く
背
ナ
に
三
谷
和
夫

咲
き
乱
る
野
菊
や
登
山
砥
車
来
る
山
崎
諄
一

え

音
た
て
て
落
葉
枝
に
触
れ
地
に
触
れ
ぬ
田
中
栄
太
郎

け
さ

こ
も
り
鳴
く
山
鳩
今
朝
の
霜
深
し
松
浦
白
梅

せ
ん
じ
巾
う
つ
た

先
住
の
残
せ
し
鉢
や
浦
紅
葉
前
田
は
る

大
根
炊
く
い
つ
も
か
た
へ
に
母
の
影
海
老
原
千
代
子

山
茶
花
の
咲
き
つ
ぐ
庭
の
焚
火
か
な
関
口
静
江

さ
む

そ
ぞ
ろ
寒
子
ら
の
寝
息
を
背
に
き
き
つ
萩
谷
日
出
夫

ゆ
う
げ

コ
ス
モ
ス
を
夕
餉
の
卓
に
三
世
代
斉
藤
幸
子

朝
ご
と
に
筑
波
の
稜
線
明
ら
け
し
関
東
平
野
秋
の
深

ま
る

村
上
弘

し
の

亡
き
犬
を
連
れ
来
し
日
々
の
偲
ば
れ
て
利
根
川
堤
に

た
た
づ

ひ
と
り
佇
む
野
崎
久
子

ひ
と
夜
に
て
金
木
犀
の
花
散
り
ぬ
台
風
余
波
の
大
雨

の
あ
と
に

小
出
礼
子

食
足
れ
ば
農
を
さ
げ
す
む
農
政
の
米
凶
作
に
あ
わ
て

ふ
た
め
く
新
掘
孝
女

小
田
の
な
か
に
学
園
成
り
て
五
年
か
立
木
の
紅
葉
落

着
き
て
見
ゆ
三
谷
和
夫

あ
か
ざ
お
ろ
し
ま
む
か

十
二
年
間
赤
城
颪
に
真
向
ひ
て
友
と
通
学
せ
し
道
歩

む

奥
理
吏
江

ひ
ひ

ス
カ
ー
フ
に
頬
を
包
み
て
眺
め
ゐ
し
葬
葬
と
し
て
降

る
雪
の
銀
閣
寺
須
釜
黄

わ
れ
と
謡
ふ
恥
幸
蹄
半
ば
公
輝
か
こ
ゑ
唾
れ
は
す
れ

し

ど
も
沁
み
と
ほ
り
来
る

堀
佐
一

ち
ゅ
う
よ

土
間
隅
に
酎
に
酔
わ
せ
し
渋
柿
の
目
覚
め
お
そ
し
と

指
折
り
数
う

海
老
原
千
代
子

秋
天
に
子
等
と
竹
と
ん
ぼ
飛
ば
し
を
り
喜
寿
を
迎
へ

し
夫
す
こ
や
か
に

篠
田
ま
さ

心

虞
Ｕ
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
コ
ー
ナ
ー

掲
載
は
市
民
生
活
課
消
餐
生
活
係

で
、
電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

り
扱
う
品
物
は
主
と
し
て
日
用
雑

貨
等
の
耐
久
消
饗
財
で
、
衣
類
、
自

動
車
、
生
き
物
は
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

、 ／

、

ひ

ろ

ば 蕪

市
薦
側

民



盲

妻
子
原
自
治
会
は
、
Ｊ
Ｒ
常
磐

線
我
孫
子
駅
と
天
王
台
駅
の
ほ
ぼ

中
間
に
位
遥
し
、
す
ぐ
近
く
を
主

要
幹
線
国
道
６
号
線
が
走
る
。

（
右
図
参
照
）

現
在
、
会
員
数
は
、
世
帯
（
４

班
）
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
東
京
方
面

に
勤
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
で

織
成
さ
れ
て
い
る
。
役
員
の
任
期

は
、
１
年
交
代
の
輪
番
制
。

今
回
は
、
会
長
を
務
め
て
い
る

奥
田
広
さ
ん
の
ご
自
宅
を
訪
ね
、

こ
お
蕊
魍
鮮
存
緑
地
〃
に
指

び
鱸
鮴
綱
禰
灘
唖
諦

一
あ
び
こ
あ

錫 第866号(5)199312 1 一一一

し

ｎ
月
過
日
主
）
、
手
黄
沼
親
水

広
場
、
で
「
手
賀
沼
浄
化
を
考
え
る

市
民
鱗
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
識
座
は
、
手
黄
沼
再
生
の

道
を
探
ろ
う
と
箒
市
民
と
行
政
が

手
賀
沼
浄
化
を
考
え
る
市
民
講
座

活
発
な
意
見
交
流
が

;
評
子
紬

●西ﾙﾘ防署

一

あ
れ
こ
れ
－
１
自
然
の
姿
を
生
か
し
た

共
に
考
え
る
場
と
し
て
『
市
と

（
財
）
山
階
鳥
類
研
究
所
が
毎
年

布
佐
市
民
の
森
が
刑
月
馴
日
開
園

共
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
６
年
目
を
迎
え
ま
す
。
ｎ
月
幻
日
、
雨
天
の
な
か
「
布
井
市
長
は
「
手
賀
沼
の
ほ
と
り
、
や
同
市
民
の
森
は
、
み
な
さ
ん

今
回
は
、
手
賀
沼
・
印
旛
沼
．
佐
市
民
の
森
」
の
開
園
式
が
大
す
ら
ぎ
の
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
が
自
然
と
ふ
れ
あ
い
親
し
み
な

霞
ヶ
浦
周
辺
の
中
・
高
校
生
に

弁
市
長
箒
県
・
市
議
会
議
員
、
貧
重
な
緑
を
次
代
へ
伝
え
る
た
め
が
ら
、
森
を
守
り
育
て
て
い
く

よ
る
自
然
環
境
に
関
す
る
研
究
地
権
者
な
ど
約
別
名
が
出
席
し
に
も
緑
化
の
推
進
に
努
め
て
い
き
こ
と
な
ど
を
体
験
、
学
習
で
き

発
表
・
諦
波
や
意
見
交
流
会
が
・
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
席
上
、
大
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
る
場
と
し
て
平
成
４
年
度
か
ら

行
わ
れ
、
中
学
生
か
ら
高
齢
者
整
備
を
進
め
て
い
た
も
の
。

一

ま
で
幅
広
い
世
代
の
人
た
ち
、

約
１
５
０
人
が
参
加
。
③

意
見
交
流
会
で
は
、
主
婦
を

は
じ
め
、
多
く
の
み
な
さ
ん
か

ら
、
手
演
沼
浄
化
の
問
題
に
と

ど
ま
ら
ず
、
広
く
環
境
問
題
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

否
え
る
市
民
講
座

ｐ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｊ
ｐ
曇
』
”
ｒ
弓
今
』
”
肋
込
・
齢
Ｋ
■

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

－一、
々
の
花
や
コ
ジ
ュ
ケ
イ
、
ホ
ト
ト

ギ
ス
な
ど
の
烏
の
さ
え
ず
り
も
楽

し
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

行
事
は
、
毎
年
夏
に
行
わ
れ
る

〃
納
涼
祭
″
が
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
祭
り
の
準
備
も
本
格
的
で
、

4

’

や
ぐ
ら
を
組
み
、
提
灯
を
飾
る
な

ど
会
員
の
皆
さ
ん
が
休
日
を
返
上

し
、
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。

ば
つ
ぴ

子
ど
も
達
は
思
い
思
い
の
法
被

や
浴
衣
姿
で
参
加
し
、
子
ど
も
会

が
行
う
ヨ
ー
ヨ
ー
や
ゲ
ー
ム
コ
ー

｛
Ｈ
１
叫
川
耐
、
‐
び
こ
あ
れ
こ
れ
■
千
１
１
１

’

ナ
ー
は
人
気
の
目
玉
商
品
。

模
擬
店
で
ば
お
で
ん
、
や
き

そ
ば
、
や
き
と
り
、
綿
あ
め
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
〆
一
三
ｌ
を
用
意
し
、

夏
休
み
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
み

ん
な
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
、
納
涼
祭
の
打
ち
あ
げ

を
各
家
庭
で
持
ち
寄
っ
た
材
料
で
、

手
蜜
沼
花
火
大
会
を
見
な
が
ら
、

〃
手
造
り
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
″
を
開

い
た
と
こ
ろ
、
と
て
も
喜
ば
れ
好

評
で
し
た
。

皆
さ
ん
、
気
心
が
知
れ
た
人
ぱ

が
り
な
の
で
、
気
を
使
わ
ず
家
族

ぐ
る
み
の
お
付
き
合
い
が
で
き
る

の
が
い
い
で
す
ね
」
。

▼
会
長
奥
田
広
我
孫
子
１

６
７
１
の
四

ノ

や

こ ‐

１
１
１
あ
び
こ
あ

お
正
月
恒
例
「
第
ｍ
回
東
京

箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
」

に
、
地
元
「
中
央
学
院
大
学
」

が
初
出
場
し
ま
す
。

、
月
鉦
日
（
且
、
東
京
・
大

井
埠
頭
で
行
わ
れ
た
予
選
会
に

出
場
し
た
選
手
た
ち
は
、
見
事

な
走
り
を
見
せ
、
箱
根
駅
伝
常

連
校
の
大
東
文
化
大
学
な
ど
を

押
さ
え
、
総
合
５
位
と
い
う
好

成
繊
を
納
め
、
見
事
初
出
場
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

同
大
学
の
川
崎
監
督
以
下
選

手
皿
名
は
、
ｎ
月
９
日
（
火
）
大

井
市
長
を
表
敬
訪
問
。
こ
の
訪

問
に
対
し
、
大
井
市
長
は
「
本

大
会
に
向
け
、
万
全
の
調
整
を

し
、
悔
い
の
な
い
走
り
を
見
せ

て
く
だ
さ
い
」
と
選
手
を
激
励
。

皆
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

中
央
学
院
大

学
を
激
励

第
帽
回
消
費
生
活
展

豊
か
な
生
活
を
求
め
て

第
狙
回
消
費
生
活
展
「
ず
っ

と
我
孫
子
で
暮
ら
し
た
い
、
ゆ

た
か
な
高
齢
社
会
に
向
け
て
」

は
、
ｎ
月
加
日
（
土
）
、
虹
日

（
日
）
の
両
日
ア
ビ
イ
ホ
ー
ル

｜’
..‐寺二

｜,
＝C

刷霧

零
一
斗
。

Ｉ
坐
ｌ
ト
ー
１
１
』
■

一口■

1由一

とジ

申

一一吟

ー

|副《 莱弗市長
…

⑯ 着
り
方
な
ど
実
際
に
パ
ネ
ル
を
使

い
紹
介
。
各
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
熱
心
に
係
員
に
説
明
を
求

め
る
姿
も
見
ら
れ
、
関
心
の
高

さ
を
伺
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

れ
こ
凧
阻
ｌ
午
１
１

（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
）
で
行

わ
れ
、
期
間
中
１
２
０
０
人

の
方
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

初
日
の
開
催
に
あ
た
り
、

大
井
市
長
は
、
「
す
べ
て
の
市

民
が
快
適
で
潤
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

同
展
に
は
、
生
協
や
消
費

者
の
会
な
ど
、
団
体
が
参
加

し
、
高
齢
者
・
障
害
者
住
宅

の
改
造
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
取
一

： あのころの…

； ；は

上

口
昔
懐
し
い
手
変
沼
や
市
内
の
風
景
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
Ⅱ
広
報
広
聴
謀
Ⅱ

一

「
こ
こ
ろ
の
や
す
ら
ぎ
布
佐

音
楽
会
」
は
、
、
月
聖
日
（
日
）
、

布
佐
小
学
校
体
育
館
で
家
族
連

れ
な
ど
約
３
０
０
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
音
楽
会
は
、
地
区
内
の

懐
か
し
い
童
謡
を
合
唱

こ
こ
ろ
の
や
す
ら
ぎ
布
佐
音
楽
会

あ
び

り

こ

あ
れ 「

高
齢
者
と
小
・
中
学
生
と
の
ふ

れ
あ
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
布
佐
地

区
小
城
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

推
進
委
員
会
（
委
員
長
・
加
藤
雅

信
氏
）
が
開
催
し
た
も
の
。

同
会
は
、
地
区
に
適
し
た
福
祉

を
目
指
し
、
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
代
表
を
は
じ
め
民
生

委
員
等
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
健
康

講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
た

ち
が
、
地
元
小
・
中
学
生
の
吹
奏

楽
演
奏
や
言
ン
ツ
ク
シ
ョ
ー
を
見

た
り
、
女
声
合
唱
に
合
わ
せ
て
〃
赤

と
ん
ぼ
″
な
ど
昔
懐
か
し
い
童
謡

を
歌
っ
た
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

↓
』

<昭和32年頃の手賀大橋付近；撮影吉田守男氏（寿)＞
れ

昔の思い出の写真から当時の手賀沼を振り返ってみません

か。（このシリーズは毎月1日号に掲載しています）

自治会訪問⑩

さ
い
し
は
ら

Ⅱ
妻
子
原
自
治
会
ＩlL

家
族
ぐ
る
み
の
お
付
き
合
い
を

み
ん
な
が
楽
し
め
る
行
事
で
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原田良平《ん
（我孫子｡1歳7か月）

’

回回国回

12
月

①

’’ 鞭惨日時12月5日(日)受付…午前

8時30分から9時30分

し場所中央公民館

の参加費2000円(昼食代等含む）

し競技方法A･B･C･Dの4

クラスに分け、スイス方式

シ参加責格囲薯連盟会員および

市内在住・存勤者

し問い合わせ佐久間垂(82)2937

’

愚－

弔嶢号

し申し込み．問い合わせ電話で

社会福祉協議会念(85)5233へ（前

売・当日券も用意しています）

１
１

あびこ子ども劇場低学年例会
｢ガラン・ピー・ボロン音楽会」

｢もし市役所庁舎内

で落とし物をしたら」

市役所庁舎内で落とし物

をしたときは、管財課（市

役所本庁2階).に届けられ

ます。お心あたりの方は、

今すぐご連絡ください。

少連絡先管財課管財係壷

(85)1111内線221

しめ飾り講習会参加者

オーブンカレッジ開講
記念特別講座

軽油 I引税の税率が改正平成5年11月1日現在＊世帯数41,217世帯
人□1123,502人男61,961人女61,541人

台
刑

北
帽

湖
一９８

個
館

側
分

一
佐

副
布

一
肥本

弱

一
垂
訓

図
町

民
館

市
分

一
●１

１
１
０
１
８

１
８

一
一

５
４
８
８

庁
所

本
》

所
し

役
く

市
つ

●
●

●湖北台支所88-0828移動画…87-0909

●湖北支.所88-2111●都市改造事務所85-1171

●布佐支所89-2358●身体障害者福祉センター88-0141
●教育委員会85－1151●あらき園88-4188
●水 道局馴-0111●つつじ荘88-0123

●消防暑84-0119●西部福祉センター85-5818
●少年センター84-1900●生活環境課(浄化槽）87-2379

●保健センター87-1131（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547

●市民会館84-3311●近隣センター布佐南89-3740
●公民館中央82-0515天王台北82-9988根戸83-5363

湖北地区88-4433●市民センター寿83-7722湖北

●馬の博物館85-2212台88-9927布佐本館89-1193

●市民体育館87-1155布佐ステーションホール89-5800

平成6年跡十字看瀞生

茶道 連 盟 月 釜 ‘
住民票の写しなどの市長印
が電子印に変わります

我孫子ライオンズクラブ
アイバンク運営基金
チャリティーゴルフ大会

奥し<鮒う（
学校週5日制
関連行 事）

大利根美術協会展

⑥月

7火

8水

9木

10金

Ⅱ土

8蚕人』極・画j悪禧睡＝市民相醗室10:00～15:00

r壷消費生活相肢＝市役所本庁市民ホール面朏室10:00～15:00

〃心配ごと相戯＝寿市民センター9:00～15:00
壷-市民固四館・馬の博物随・つつじ荘・西部福祉センター休飽

言法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

〃消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

E識健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30

虚登紀相談＝市民相談室10:00～12:00

虚不動相談＝市民相談室10:00～15:00

K夛健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

虚市役所閉庁(－部の施設は除く）

画消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
〃市民画書館休館

〃酒害相談＝寿市民センター13:30～15:30
〃健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

”市役所閉庁(一部の施設は除く）

”結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00
彦壹篭当毒壼＝テレホンサービス

壷休日淵誰科診爵日=休日鴻鋪診鼠所(耐民会隠内)9:00～11:30

〃日曜当番医＝テレホンサービス

"休日鱸歯科認日二体日綿歯科診蛎(而民会簡内)9:00～11:30

〃交通事故相談＝市民相談室10:00～15:00
〃心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00
”市民図書館・鳥の博物館・つつじ荘・西部福祉センター休館

"法律相談=市民相談室9:30～15:30(予約制）
z参つつじ荘休館
〃西部福祉センター休館

”消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

0

”法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

スキ－講習会
級別 テ スト

冬休み劇場
ミュージカル｢人魚姫」
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海の底に住む人魚姫は、人間の

王子様に恋をしています。人間と

人魚との間にある越えがたい壁。

人魚姫マリーナは、ひたむきな

愛により人間になることができる

でしょうか。夢のようなミュージ

カルをご家族でお楽しみください。

伝日時12月19日(日)第1回…午

前10時開演、第2回｡･午後1時30

分開演

少入場料1000円（全席自由)、

1800円（親子券）

傷入場券発売所平賀書店、ブッ

クススズキ、石川舂光堂、あびこ

サービスセンター、レコードあつ

ぶる、ポピー、市民会館内売店ひ

ろがり、図薔館湖北台・布佐分館、

中央公民館、柏そごう、柏高島屋、
取手とうきゅう

し問い合わせ教育委員会社会教

育課a(85)1151

消費 生活講座
r家計簿と家計管理」

11

甲争■
由■

?61
■d
O

9-d

第 7 回ホットポットの
クリ スマス会

第3回ウインタ ー
フェスティ バ ル

内容

開 会 式

カラオケ大会
(洗着25名)は鐙予約

アトラクション
(蕊踊･大正琴･民霊）

抽 選 会

ダンスタイム

(召ﾝ･ﾗﾃﾝ･デｨｽｺ）

時間

12：15
＄

12：20

２
３
１
１
13

16

６
６
１
１
17：00

1
19：30

20

50

50

00

20

場所

’
ア
ビ
イ
ホ
ー
ル
３
階

（
イ
ト
Ｉ
ヨ
ー
カ
堂
内
）

囲碁連盟市長杯大会

日曜当番医｡1週間の行事
－－

ﾃﾚﾎﾝｻービｽ冠(85)1313


